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論文審査の結果の要旨

以下、本文別紙



様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： 魔界の住人 川端康成 ―その生涯と文学― 

 学位申請者 森本 穫 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 出原隆俊 

  副査 大阪大学教授 加藤洋介 

  副査 大阪大学准教授 斎藤理生 

【論文内容の要旨】 

本論文は「死の影のもとに―<魔界>の淵源」、第二章「新感覚派の誕生―文壇への道」、第三章「恋

の墓標と<美神>の蘇生―自己確立へ」、第四章「戦時下の川端康成―自己変革の時代（一）」、第五

章「戦後の出発―自己変革の時代（二）」、第六章「「住吉」連作―<魔界>の門」、第七章「豊穣の

季節―通奏低音<魔界>」、第八章「「みづうみ」への道―<魔界>の最深部」、第九章「円熟と衰微―<

魔界>の退潮」、第十章「荒涼たる世界へ―<魔界>の終焉」、第十一章「自裁への道―<魔界>の果て」、

第十二章「五年後の「事故のてんまつ」」。それに「三十五年後の「事故のてんまつ」―虚実と「縫

子」をめぐる人びと」からなる。 

上下、A5 判・各 800 頁。四百字詰め換算４０００枚。 

 本論文は川端の主要作品を個々に解明し、その内面世界、生涯の軌跡を追究しようとする。 

 それにあたって、川端の<孤児>という問題を宿命と捉えることを基軸に、伊藤初代との出会いと悲

恋、様々な人々との邂逅と別離、アジア太平洋戦争の深い傷痕、源氏物語をはじめとする日本の伝統

的な文学・文化への傾倒を作品の重要な背後とする立場から、ほぼ全作品ともいえるほどの広範囲に

わたって言及がなされており、各作品に関する先行研究にもできる限りの検討がなされている。その

中でも、本論文のもっとも重要な論点は、川端がノーベル文学賞を受賞した際に言及した、一休の『仏

界入り易く、魔界入り難し』という言葉である。このテーマから検証するときに川端作品が新たに照

射されるとする。とりわけ、アジア太平洋戦争の後、川端の作品世界が突然に深まり、独特の<美>の

世界を形成するに至ったのは、<魔界>という真の芸術家が遭遇する運命的なものであると主張する。 

 その立場から、「みづうみ」を川端作品の頂点と位置付ける。主人公の銀平が幼少のころから<悲し

み>と<孤独>と<醜さ>を抱え込み、自己の行為が道徳に反するという<悪>の悔恨を抱きつつも、地獄の

底から、聖なる美少女を<憧憬>し続けるとこの作品を分析する。<魔界>を内蔵する作品としては、「住

吉」連作、「千羽鶴」、「山の音」、「眠れる美女」、「片腕」、「たんぽぽ」などを挙げる。 

 川端の自殺当時問題になった「事故のてんまつ」についても、独自の観点から、新たな見解を示し、

臼井吉見の「事故のてんまつ」の虚実も明らかにする。 



【論文審査の結果の要旨】 

 本論文のタイトルには啓蒙的な出版物を思わせるものがあるが、そのような新書本などとは質量と

もにはるかに一線を画する力作である。代表作の影に隠れ、従来は無視されがちであった作品の重要

性を浮き彫りにするなど、数多くの作品に言及し、それぞれの先行研究も十分に視野に入れたものと

して、川端研究における個人の著作としては類を見ないものである。その中で、有力な川端研究者の

一人の、大戦中の川端がほとんど戦争というものを素通りしたとする見解に、正面から批判するなど、

重要な議論も少なくない。何よりも<魔界>を軸として川端作品全体をトータルにとらえようとする強

い意欲は高い評価に値しよう。<魔界>という言葉で川端作品を把握しようとすることは、従来にも見

られなかったわけではないが、その由来から初めて徹底的に追及するものはこれまでに見られなかっ

たといえよう。作家の人生と作品を総合的に捉え返し、全貌を明らかにしようとする姿勢も、細分化

に堕しかねない現在の研究の潮流に一石を投じるものでもある。 

また、源氏物語をはじめとする古典文学の影響の測定などについても、従来の水準を越えようとす

る意欲に満ちている。数多くの作品を対象としながら、個別の作品の枠を超えた表現や発想の類似性

の指摘なども、作家の創作活動を縦断することで見えてくるもので、この著者の川端作品への深い傾

倒を思わせるものであり、説得力もある。最新の研究を取り入れ、更新し、時に自説をも否定してい

く誠実さも特筆すべきであろう。 

 こうした中で、最大の問題は、作品の背後に常に作者の原体験を想定するという方法が根本的に抱

え込む問題であろう。個々のテキストの構成・構造に関わる分析がどこまで徹底されているか、作品

がその内部のどのような必然性によって立ち上がっていくのか、という視点がやや曖昧だと言わざる

を得ない。何よりも<魔界>という論点について、<作者>と<作中人物>の関わりということが未分化で

論じられているという側面も否定できない。また、この視点に固執するあまり、「ある人の生のなか

に」を「凡庸な作品」の一言で切り捨てるようなことも看過できないし、極端に言えば「みづうみ」

をストーカー小説とする捉え方に強く反論しきれるかという問題もあろう。モデルとなった人物の実

生活を類推するのに作品の描かれ方を根拠にする場合があったことも、論理が転倒しているように思

われる。前衛芸術との関わりについても考察を深めるべきであったろう。さらに「住吉」連作を重視

し、そこに『源氏物語』からの深い影響関係を見ること自体には問題はないが、『源氏物語』須磨巻に

言及のある在原行平から、「私」が「行平」と命名され、流離漂白の物語が構想されたというのは、連

想のレベルに留まるものであろう。生みの親と育ての親との二人の母という主題が、光源氏の実母桐

壺更衣と藤壺に拠るというのも、そもそも光源氏が藤壺に対して「母」という意識を抱いていたと認

定できるだけの材料がなく疑問が残ると言わざるをえない。 

このように、幾つかの、必ずしも小さくない問題点もあるが、総合的な到達度から、本論文を博士(文

学)の学位にふさわしいものと認定する。 


